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令和6年第１回 小美玉市議会定例会

合 計 37件

・条例案件 17件（新規制定1件・一部改正及び廃止16件)

・予算案件 16件（新年度・補正予算各8件）

・財産の取得 1件

・協議案件 １件

・市道路線の認定・廃止 ２件

提出議案
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条例案件 17件

番号 件名 説明

第6号 小美玉市医療費助成に関する条例の制定について 子どもの医療費の自己負担分を全額助成

第7号 小美玉市基金条例の一部を改正する条例について

脱炭素化に資する公共施設等整備を目的と
する新たな基金を設置
新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行
により、完了する事業の基金を廃止

第8号
小美玉市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例について

行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律等の一部改正
に伴う改正

第9号
小美玉市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例について

地方自治法の改正に伴い、会計年度任用職
員へ勤勉手当を支給するため改正

第10号
小美玉市医療センター地域医療存続運営評価委員会条例の一部を改正する条例に
ついて

庶務の所管替えを行うため改正

第11号 小美玉市介護保険条例の一部を改正する条例について
介護保険法の改正及び第９期小美玉市介護
保険事業計画の策定に伴い改正

第12号
小美玉市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例について

介護保険法及び関係政省令の一部改正に伴
う改正

第13号
小美玉市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指
定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例について

第14号
小美玉市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を
改正する条例について

第15号
小美玉市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例
の一部を改正する条例について 2



番号 件名 説明

第16号
小美玉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例について こども家庭庁設置法及びこども家庭庁設置法

の施行に伴う関係法律の整備に関する法律等
の施行に伴う改正

第17号
小美玉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について

第18号
小美玉市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について

放課後児童健全育成事業の実施に係る通知
改正に伴う改正

第19号 行政組織機構改革に伴う関係条例の整理に関する条例について
小美玉市行政組織機構の見直しに伴う関係
条例の整理

第20号
小美玉市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例について

他市町村との均衡を図り、学校運営協議会委
員の充実強化に資するため、学校運営協議会
委員の報酬額を見直す

第21号 小美玉市給水条例の一部を改正する条例について
生活衛生等関係行政の機能強化のための関
係法律の整備に関する法律の施行等を踏まえ
た改正

第22号 小美玉市青少年問題協議会設置条例を廃止する条例について

青少年問題協議会の役割は、社会教育委員、
青少年相談員及び青少年を育てる小美玉市
民の会等へ引き継がれているため、条例を廃
止
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番号 件名

第23号 令和５年度小美玉市一般会計補正予算（第８号）

第24号 令和５年度小美玉市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

第25号 令和５年度小美玉市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第３号）

第26号 令和５年度小美玉市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

第27号 令和５年度小美玉市霊園事業特別会計補正予算（第２号）

第28号 令和５年度小美玉市介護保険特別会計補正予算（第３号）

第29号 令和５年度小美玉市水道事業会計補正予算（第３号）

第30号 令和５年度小美玉市下水道事業会計補正予算（第４号）

予算案件

令和5年度補正予算 8件
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番号 件名

第31号 令和６年度小美玉市一般会計予算

第32号 令和６年度小美玉市国民健康保険特別会計予算

第33号 令和６年度小美玉市後期高齢者医療保険特別会計予算

第34号 令和６年度小美玉市戸別浄化槽事業特別会計予算

第35号 令和６年度小美玉市霊園事業特別会計予算

第36号 令和６年度小美玉市介護保険特別会計予算

第37号 令和６年度小美玉市水道事業会計予算

第38号 令和６年度小美玉市下水道事業会計予算

令和6年度新年度予算 8件

財産の取得 １件

番号 件名 説明

第39号 財産の取得について
茨城空港周辺整備事業用地として、茨城県の土地及び工作物を
取得
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協議案件 １件

番号 件名 説明

第40号
公の施設の広域利用に関する協議
について

小美玉市、水戸市、笠間市、ひたちなか市、那珂市、茨城町、大洗
町、城里町、東海村にて協定を結んでいる施設の広域利用の対
象施設変更に伴い、改めて協定を定める

6

市道路線の認定・廃止 2件

番号 件名 説明

第41号 市道路線の認定について 開発による宅地分譲等に伴い造成された道路を認定

第42号 市道路線の廃止について 用途廃止申請に伴う廃止



会 計 令和6年度 令和5年度 増減率

一般会計 24,110,000 22,000,000 9.6

国民健康保険特別会計 5,411,492 5,241,854 3.2

後期高齢者医療保険特別会計 737,850 689,577 7.0

農業集落排水事業特別会計 0 321,065 △100.0

戸別浄化槽事業特別会計 39,527 127,764 △69.1

霊園事業特別会計 15,090 15,011 0.5

介護保険特別会計（保険事業） 3,979,788 4,001,161 △0.5

介護保険特別会計（介護サービス） 8,969 7,900 13.5

水道事業会計
（収入）1,470,653 （収入）1,556,100 △5.5

（支出）1,852,536 （支出）1,883,268 △1.6

下水道事業会計
（収入）2,880,764 （収入）2,487,785 15.8

（支出）3,309,671 （支出）2,832,890 16.8

合 計
（収入）38,654,133 （収入）36,448,217 6.1

（支出）39,464,923 （支出）37,120,490 6.3

令和6年度予算の概要
（単位：千円 ％）
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一般会計当初予算額の内訳

（歳入）

8

（単位：千円 ％）

区 分 令和６年度 令和５年度 比 較増 減 率

1 市 税 6,571,702 6,637,939 △ 66,237 △1.0%

2 地 方 譲 与 税 269,000 284,000 △ 15,000 △5.3%

3 利 子 割 交 付 金 2,000 3,000 △ 1,000 △33.3%

4 配 当 割 交 付 金 30,000 36,000 △ 6,000 △16.7%

5 株式等譲渡所得割交付金 30,000 25,000 5,000 20.0%

6 法 人 事 業 税 交 付 金 140,000 111,000 29,000 26.1%

7 地 方 消 費 税 交 付 金 1,194,500 1,100,000 94,500 8.6%

8 ゴ ル フ場利用税交付金 50,000 50,000 0 0.0%

9 環 境 性 能 割 交 付 金 21,000 20,000 1,000 5.0%

10
国有提供施設等所在市町村
助 成 交 付 金

210,000 210,000 0 0.0%

11 地 方 特 例 交 付 金 39,280 39,247 33 0.1%

12地 方 交 付 税 4,900,000 4,700,000 200,000 4.3%

13交通安全対策特別交付金 4,800 5,000 △ 200 △4.0%

14分 担 金 及 び 負 担 金 150,998 150,207 791 0.5%

15使 用 料 及 び 手 数 料 157,956 167,481 △ 9,525 △5.7%

16国 庫 支 出 金 3,806,048 3,491,188 314,860 9.0%

17県 支 出 金 1,880,863 1,800,708 80,155 4.5%

18財 産 収 入 19,415 10,825 8,590 79.4%

19寄 附 金 500,003 300,003 200,000 66.7%

20繰 入 金 3,055,506 1,765,180 1,290,326 73.1%

21繰 越 金 300,000 300,000 0 0.0%

22諸 収 入 364,629 376,222 △ 11,593 △3.1%

23市 債 412,300 417,000 △ 4,700 △1.1%

歳 入 合 計 24,110,000 22,000,000 2,110,000 9.6%

市税

6,571,702千円

27.3%

地方交付税

4,900,000千円

20.3%

県支出金

1,880,863千円

7.8%

寄付金

500,003千円

2.1%

繰入金

3,055,506千円

12.7%

市債

412,300千円

1.7%

その他

2,773,578千円

11.5%

歳入

241.1億円

国庫支出金
4,016,048千円

16.6％



（歳出：目的別）
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（単位：千円 ％）
議会費

197,627千円

0.8%

総務費

2,693,224千円

11.2%

民生費

8,228,426千円

34.1%

衛生費

1,645,333千円

6.8%

労働費

764千円

0.0%

農林水産業費

948,329千円

3.9%

商工費

446,139千円

1.9%

土木費

1,966,658千円

8.2%

消防費

1,139,859千円

4.7%

教育費

3,639,866千円

15.1%

災害復旧費

1千円

0.0% 公債費

2,669,865千円

11.1%

諸支出金

513,909千円

2.1%

予備費

20,000千円

0.1%

目的別
歳出

241.1億円

区 分 令和６年度 令和５年度 比 較増 減 率

1 議 会 費 197,627 200,582 △ 2,955 △1.5%

2 総 務 費 2,693,224 2,554,841 138,383 5.4%

3 民 生 費 8,228,426 7,744,801 483,625 6.2%

4 衛 生 費 1,645,333 2,041,488 △ 396,155 △19.4%

5 労 働 費 764 668 96 14.4%

6 農 林 水 産 業 費 948,329 1,079,717 △ 131,388 △12.2%

7 商 工 費 446,139 261,255 184,884 70.8%

8 土 木 費 1,966,658 1,936,081 30,577 1.6%

9 消 防 費 1,139,859 968,616 171,243 17.7%

10教 育 費 3,639,866 2,125,017 1,514,849 71.3%

11災 害 復 旧 費 1 1 0 0.0%

12公 債 費 2,669,865 2,677,539 △ 7,674 △0.3%

13諸 支 出 金 513,909 389,394 124,515 32.0%

14予 備 費 20,000 20,000 0 0.0%

歳 出 合 計 24,110,000 22,000,000 2,110,000 9.6%



（歳出：性質別）
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（単位：千円 ％）

義務的経費

11,614,285千円

48.2%

投資的経費

2,218,884千円

9.2%

その他の経費

10,276,831千円

42.6%

人件費

4,261,855千円

17.7%

扶助費

4,682,565千円

19.4%

公債費

2,669,865千円

11.1%
普通建設事業費

2,218,883千円

9.2%

災害復旧事業費

1千円

0.0%

物件費

4,175,863千円

17.3%

補助費等

3,116,330千円

12.9%

繰出金

2,304,532千円

9.6%

その他

680,106千円

2.8%

性質別

歳出

241.1億円

区 分 令和６年度 令和５年度 比 較増 減 率

1 人 件 費 4,261,855 3,936,305 325,550 8.3%

2 物 件 費 4,175,863 3,706,469 469,394 12.7%

3 維 持 補 修 費 126,901 261,487 △ 134,586 △51.5%

4 扶 助 費 4,682,565 4,483,513 199,052 4.4%

5 補 助 費 等 3,116,330 3,133,590 △ 17,260 △0.6%

6 普 通 建 設 事 業 費 2,218,883 1,111,302 1,107,581 99.7%

7 災 害 復 旧 事 業 費 1 1 0 0.0%

8 公 債 費 2,669,865 2,677,539 △ 7,674 △0.3%

9 積 立 金 513,905 389,390 124,515 32.0%

11貸 付 金 19,300 18,500 800 4.3%

12繰 出 金 2,304,532 2,261,904 42,628 1.9%

予 備 費 20,000 20,000 0 0.0%

歳 出 合 計 24,110,000 22,000,000 2,110,000 9.6%



OMITAMA

令和６年度予算の主要な事業
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OMITAMA
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OMITAMA

基本目標１ みんなの力で磨くまちづくり

１.ふるさと寄附金事業（１４頁）
２.公有財産一元管理システムの構築（１５頁）
３.電子契約システムの導入（１６頁）
4.第３次男女共同参画推進計画の策定（１７頁）
5.電子回覧板導入モデル事業（１８頁）

基本目標２ 人を育てる学びの場づくり

基本目標３ 誰もがいきいきと暮らせる社会づくり

基本目標４ 仕事と暮らしを創造する環境づくり

基本目標５ 安全・安心な生活を支える体制づくり

6.国際交流事業（１９頁）
７.公共施設等総合管理計画に基づく適正化（２０頁）
８.第３期まち･ひと･しごと創生総合戦略の策定（２１頁）
９.移住定住促進住宅取得事業 （２２頁）
10.地域おこし協力隊の導入（２３頁）

１.第２子以降保育料無償化 (２４頁）
２.こども家庭センターの設置 （２５頁）
３.家事支援サービス利用助成事業 （２６頁）
4.出産祝い金事業 （２７頁）
5.こども計画の策定（２８頁）
6.中学校給食費の無償化 （２９頁）

7.学校施設環境の整備（３０頁）
8.地域学校協働活動の推進（３１頁）
9.生涯学習センター「コスモス」３０周年記念事業（３２頁）
10.本間玄琢生家屋根葺替え工事（３３頁）
11.小川運動公園たちばな広場の整備（３４頁）
12.部活動の地域移行等に向けた実証事業（３５頁）

１.おみたま健康いきいきプランの策定(３６頁）
2.妊産婦のタクシー利用料助成事業 （３７頁）
3.18歳までの医療費の無償化 （38頁）
4.高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業（39頁）

5.生活困窮世帯の子どもの学習支援事業(40頁）
6.第４次地域福祉計画の策定（41頁）
7.小児慢性特定疾病見舞金の支給（42頁）
8.外出支援サービス事業（43頁）

１.新交流拠点の整備に向けた調査(44頁）
2.地域公共交通計画の策定（45頁）
3.公営住宅等長寿命化計画の策定（46頁）

4.農産物等ブランド化・販売促進事業(47頁）
5.茨城空港周辺地域への企業誘致（48頁）
6.賑わいのある新たなイベントの開催（49頁）

１.地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定(50頁）
2.電気自動車、電気充電スタンドの導入（51頁）
3.下水道事業会計経営戦略の策定（52頁）
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4.おみたま防災リーダー育成事業（53頁）
5.高規格救急自動車更新事業（54頁）
6.機能別消防団員の導入（55頁）



ふるさと寄附金事業

02-01-06-02 ふるさと寄附金事業

予算額 277,415千円（魅力発信課）

拡充

１ 目 的

ふるさと応援に対する指定寄附金について、令和６年度

は５億円の歳入を見込み、本市の更なる知名度向上と安

定的な財源確保を図ります。

２ 実施内容

寄附を取り扱うポータルサイトの増設や魅力ある返礼品

を拡充します。

また、全国に向けて本市の特産品をＰＲする活動を積極

的に実施するなど、ふるさと納税の寄附額を増やす取組

みを進めます。

本市の魅力ある返礼品を拡充し、

更なるふるさと納税の増額を目指します

1 みんなの力で磨くまちづくり
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公有財産一元管理システムの構築 新規

02-01-05-01 公有財産管理事務費

予算額 1,980千円（財政課）

公有財産の適正管理を推進します

１ 目 的

公共施設等総合管理計画に基づく、公有財産の適正管理を推進するため、

公有財産台帳や固定資産台帳及び施設カルテのデータを精緻化し、一元

管理に取り組みます。

２ 実施内容

公有財産管理システム構築業務委託料 1,980千円
公有財産台帳

固定資産台帳 施設カルテ

一元管理
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電子契約システムの導入

02-01-05-04 契約検査事務費

予算額 1,694千円（総務課）

新規

自治体ＤＸを進め、業務の効率化を図ります

１ 目 的

契約書の印刷や製本作業、印紙貼付など、契約行為の

省力化とコストの低減、さらには、紙でのファイリングから

データ管理とすることで、書類管理の効率化を図ります。

２ 対象者

受注者及び市

３ 実施内容

電子契約システム環境構築業務委託料 1,320千円

電子契約システム使用料 374千円
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第３次男女共同参画推進計画の策定 新規

すべての人が活躍できる社会の実現を目指します

１ 目 的

男女共同参画を取り巻く社会情勢の変化や本市が抱える課題に的確に対応するため、

男女共同参画社会の実現に向けた施策の方向性、具体的施策、目標指標等を定める

次期計画を策定します。

２ 実施内容

・男女共同参画市民意識調査の実施及び分析

・現行計画の検証（現行計画の進捗状況の評価・課題等の整理・分析）

・計画素案の作成

・パブリックコメントの実施

・次期計画書及び概要版の作成

02-01-10-03 男女共同参画経費

予算額 6,438千円（市民協働課）
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電子回覧板導入モデル事業 新規

スマートフォンを活用した行政区加入促進政策を推進します

１ 目 的

行政区内の回覧文書の配布等について、アプリ等による電子回覧板を

活用し、行政区長の負担軽減や区長へ資料配布する際の、費用軽減等

の利便性や効果の検証を行います。

２ 対象者

３行政区の市民

３ 実施内容
小川地区、美野里地区、玉里地区から、各1行政区のモデル地域を選定

します。

行政区加入者は、所持しているスマートフォンの回覧板アプリから閲覧

します。

02-01-01-11 行政区運営経費

予算額 340千円（市民協働課）
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国際交流事業

アビリン市との姉妹都市提携40周年事業や
台湾との交流活動を進めるため、友好都市の覚書締結を目指します

１ 目 的

本市の姉妹都市であるアメリカ合衆国カンザス州アビリン市への

訪問を実施し、学生たちの国際感覚の醸成を図ります。さらに、

台湾の都市との友好都市覚書締結により、観光・文化・芸術・産業

・教育など幅広い分野における交流を進めます。

２ 実施内容

＜アビリン市との交流＞
市長、市議会議長や学生を含めた訪問団を結成し、アビリン市で
姉妹都市提携40周年記念イベントを実施します。

＜台湾の新北市淡水區との交流＞
今秋に、市長、市議会議長等が台湾の新北市淡水區を訪問した
上で、覚書締結を予定し、様々な交流に向けた意見交換を行います。

拡充

02-01-10-02 国際交流活動事業

予算額 9,354千円（市民協働課）
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公共施設等総合管理計画に基づく適正化 新規

閉校した小学校の校舎・体育館の解体を進めます

１ 目 的

公共施設建築物系個別施設計画に基づき、閉校した学校を解体します。

２ 実施内容

※上記のほか、2小学校の解体設計を実施

旧小川小学校

旧玉里北小学校

旧玉里東小学校

10-02-01-02 小学校施設管理費

予算額 586,790千円（教育企画課）

施設名 面積 構造 建築年

旧小川小学校
校舎 3,475㎡ Ｒ造 昭和45年

体育館 666㎡ Ｓ造 昭和48年

旧玉里北小学校
校舎 2,279㎡ Ｒ造 昭和54年

体育館 708㎡ Ｓ造 昭和57年

旧玉里東小学校
校舎 1,397㎡ Ｒ造 昭和51年

体育館 651㎡ Ｓ造 昭和54年
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第３期まち･ひと･しごと創生総合戦略の策定 新規

02-01-06-01 政策企画事務費

予算額 5,741千円（政策企画課）

１ 目 的

「第２期 まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間が、令和6年度末に終了することから、

これまでの人口減少・定住促進に関する施策を切れ目なく実施していくために、「第３期

まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定を行います。

２ 実施内容

国の総合戦略「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を

勘案しつつ、本市が抱える課題を踏まえて、有識者会議

等の専門的意見を聴取し、本市独自の魅力や特性を生

かした地方版総合戦略を策定します。

将来にわたって活力ある小美玉市を維持していく計画を策定します
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～ おみたまっ子応援 ～

移住定住促進住宅取得事業

１ 目 的

若年世帯及び子育て世帯の転入促進と転出を抑制するため、

新たに住宅を取得する若年世帯等に対し、住宅取得費用の

一部を助成します。

２ 対象者

住宅を取得された時点で、若年世帯（世帯主又は配偶者のいずれかが、40歳未満の
同一世帯）、または、子育て世帯（18歳以下の子との同一世帯）

３ 実施内容

人口減少の抑制と地域の活性化を目指します

助成金の種別 県外転入 県内転入 市内転居

基本 住宅取得助成金 40万円 10万円 10万円

加算 子育て世帯 5万円/人 5万円/人 -

加算 新規立地企業の雇用者 10万円 10万円 -

02-01-06-03 移住定住推進事業

予算額 19,675千円（政策企画課）

拡充
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地域おこし協力隊の導入 新規

02-01-06-03 移住定住推進事業

予算額 4,553千円（政策企画課）

１ 目 的

地域おこし協力隊の導入により、外部からの視点を用いた

移住定住情報の発信や地域資源を活用した観光振興の

強化を図ります。

２ 実施内容

以下の2職種（各1名）を募集・採用を予定しています。

①おみたまくらし編集長見習い（移住定住等の情報発信）

本市移住定住サイト「おみたまくらし」の記事作成を中心に、県外向けに本市の魅力的な

人や暮らしを紹介する人材

②地域資源を詰め込んだマップを作る観光ディレクター（観光の振興）

近年人気が高まっているサイクリングを軸に、観光協会等と連携しながら、本市の地域資

源を生かした観光マップを作成する人材

まちづくりに新しい感性や刺激を取り入れ、活かします
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第2子以降の保育料を無償化します

～ おみたまっ子応援 ～

第２子以降の保育料無償化
拡充

１ 目 的

多子世帯の経済的負担の軽減を図るため、３歳以上及び第３

子以降の保育料無償化に加え、０歳から２歳までの第２子保育

料を無償化し、子どもを育てやすい環境づくりを推進します。

２ 対象者

保育所等を利用している世帯の子どもで、年収や上の子の年

齢に関係なく、3歳未満、且つ第2子以降の子どもを持つ世帯

の保護者

３ 実施内容

保育所等に入所する、3歳未満の第2子以降の保育料を、市か

ら助成金として支給します。（助成要件あり）

03-02-01-07 多子世帯保育料軽減事業

予算額 33,070千円（子ども課）2 人を育てる学びの場づくり
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～ おみたまっ子応援 ～

こども家庭センターの設置
新規

切れ目のない支援のために

１ 目 的
母子保健及び児童福祉の連携・協働を深め、虐待への予防的な対応から個々

の家庭に応じた切れ目ない支援など、相談支援体制の強化を図ります。

２ 対象者
すべての妊産婦及び0歳～18歳未満のお子さんとその家庭

３ 実施内容
様々な心配事を抱えたお子さんや子育て世帯からの相談に応じる
「子ども家庭総合支援拠点（子ども課）」と、妊産婦や乳幼児の保護

者の相談に応じる「子育て世代包括支援センター（健康増進課）」の

機能を統合した総合支援窓口を設置します。
＜児童福祉部門＞

児童虐待、ＤＶ相談、子育て世帯、ひとり親家庭等からの相談

＜母子保健部門＞
不妊治療、母子健康手帳交付、出産子育て応援事業、乳幼児

健診、育児相談、発達相談等

04-01-03-01 母子保健事業03-02-01-04 家庭児童相談事業
予算額 108,336千円（健康増進課・子ども課）

04-01-03-05 出産・子育て応援事業
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～ おみたまっ子応援 ～

家事支援サービス利用助成事業
新規

妊娠、出産、子育て中などの世帯の家事負担を軽減します

１ 目 的

妊娠、出産及び子育て中の家庭等が、家事支援サービスを利用した際にかかる費用の一部

を助成し、子どもを産み育てやすい環境づくりを進めていきます。

２ 対象者

妊婦から就学前児童を養育する保護者及び18歳未満のヤングケアラー

３ 実施内容

令和6年4月1日以降に日常生活上の家事支援サービスを

利用した方に対し、費用の一部を助成します。

＜助成額＞１回につき実利用額の1/2、補助上限額は2千円

（利用した際の領収書を添えて申請）

03-02-01-06 子育て応援事業

予算額 4,800千円（子ども課）
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～ おみたまっ子応援 ～

出産祝い金事業
拡充

子育て世帯の負担軽減のため、出産祝い金を拡充します

１ 目 的

子どもの誕生を祝うとともに、それぞれの家族が望む子ども

数が実現できるよう、子育て世帯にとって大きい負担となる

経済的負担の軽減を図ります。

２ 対象者

対象児童を出産した母またはその配偶者

３ 実施内容

令和6年4月1日以降に生まれた児童について、

出産祝い金を増額します。

03-02-01-06 子育て応援事業

予算額 22,250千円（子ども課）
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こども計画の策定 新規

03-02-01-05 子ども・子育て会議事業

予算額 3,602千円（子ども課）

こどもや若者、子育て当事者への切れ目ない支援の提供を目指します

１ 目 的

こどもや若者が大人になるまでを切れ目なく支え、自分らしく社会生活を送ることができる

よう、こどもに関する最上位計画としての「こども計画」を２カ年で策定します。

２ 実施内容

計画策定に向けた調査として、こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重するため、ヒアリン

グや対話等を行い、６つの施策・支援として取りまとめます。

①少子化に対処するための施策

②子ども・若者育成支援

③子どもの貧困対策支援

④母子・父子・寡婦自立支援

⑥成育医療、サスティナブル遊具の設置等の多様な支援

※ 計画で包含しきれない施策に関する部分も、総合的・一体的

なものとして計画策定 28



給食費を無償化し、子育て世帯を支援します

～ おみたまっ子応援 ～

中学校給食費の無償化

１ 目 的

教育費等の負担が大きい世帯の経済的負担を軽減するため、中学生

の給食費を無償化し、子育て世帯の支援の充実を図ります。

２ 対象者

市内に住所を有し、中学校等に通う生徒の保護者

３ 実施内容

市内通学者の給食費月額3,700円(年間40,700円）の全額を徴収

免除とし、また、市外通学者には、小美玉市の給食費を限度として、支

援金を給付します。

＜中学校等給食費＞ 市内：48,433千円 市外：4,070千円

＜ 生 徒 数 ＞ 市内： 1,190名 市外： 100名

予算額 52,503千円（教育指導課）

新規

10-06-03-02 小美玉市共同調理場運営経費
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学校施設環境の整備

10-02-01-02 小学校施設管理費

予算額 193,270千円（教育企画課）

新規

教育環境の改善を図ります

１ 目 的

公共施設建築物系個別施設計画に基づき、羽鳥小学校校舎

の増築及び納場小学校体育館の長寿命化改修を進めること

で、教育環境の改善を図ります。

２ 実施内容

▶羽鳥小学校校舎増築工事 177,870千円

延床面積：400㎡程度

※増築後に既存校舎を改修予定

▶納場小学校体育館改修工事実施設計委託 15,400千円

＜施設概要＞面積：684㎡ 構造：Ｓ造 建築年：昭和49年

納場小学校体育館

羽鳥小学校校舎
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地域学校協働活動の推進 新規

学校を核とした地域づくりを目指します

１ 目 的

学校と地域が一体となって連携・協働しながら、地域全体

で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、住民同士が

つながる地域づくりを目指します。

２ 実施内容

地域住民等をよく知り、学校とも円滑にコミュニケー

ションがとれる 『地域学校協働活動推進員』を配置

します。

地域と学校のコーディネーターとしての役割を担う

ことにより、地域と学校が相互にパートナーとして

連携・協働しながら、さまざまな活動に取り組みます。

（学習支援、環境整備、安全・安心の確保、文化伝統の継承等）

10-05-01-02 社会教育総務事務費

予算額 1,452千円（生涯学習課）

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に推進
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生涯学習センター「コスモス」３０周年記念事業 新規

生涯学習センターが30周年を迎えます

１ 目 的

平成６年７月２６日に開館したコスモスが、令和６年度に３０周年

を迎えるため、コスモスの歴史の振り返りやコスモスに関わって

いる方々への感謝と労いの場とします。

２ 実施内容

生涯学習の拠点であるコスモスを、記念事業を通じて、さらに

活性化させるため、現在、実行委員会を組織し、具体的な内容

の検討を行っています。

＜記念式典＞ 令和６年７月２８日（日） 文化ホール

＜記念イベント＞令和６年１０月６日（日） コスモス全館

10-05-01-03 社会教育活動総合事業

予算額 1,710千円（生涯学習課）
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本間玄琢生家屋根葺替え工事 新規

文化財を保全し、郷土の歴史・文化を次世代に継承します

１ 目 的

本間玄琢（1755～1824）生家は、当時の小川町が村山氏（下馬場）から寄付を受け、

やすらぎの里小川に移築復元して保存しています。

本間玄琢没後200年を迎えるにあたり、功績を顕彰し長く後世に伝えるため、茅葺屋根

部分の葺替（修繕）工事を行います。

２ 実施内容

近年の台風及び豪雨により劣化が激しい個所（北西側、

南側、北東側）を3カ年に分け、本年度は北西側の破損

個所の葺替（修繕）工事を実施します。

10-05-04-02 やすらぎの里維持管理費事業

予算額 3,344千円（生涯学習課課）
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小川運動公園たちばな広場の整備

多世代が集う、スポーツを中心とした交流広場を整備します

１ 目 的

旧橘小学校の跡地を有効活用し、小川運動公園の補完的な

施設として、地域の子供たちから高齢者までの多世代が集う

スポーツを中心とした交流広場の整備工事に着手します。

２ 実施内容

＜令和６年度＞ 造成工事 A＝1.4ｈａ

浸透池の整備

※令和７年度末、完成予定

継続

10-06-02-01 小川運動公園施設維持管理費

予算額 209,040千円（スポーツ推進課）
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部活動の地域移行等に向けた実証事業

地域に根差した持続可能な地域クラブ活動を目指します

１ 目 的

少子化の中でも、将来にわたり子どもたちが地域でスポーツに継続して親しむことができる

機会を確保するため、運動部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた環境の

一体的な整備を図ります。

２ 対象者

市内の中学校２校と義務教育学校２校

３ 実施内容

休日の運動部活動の地域移行は、地域の実情

を踏まえ、関係者との連絡調整・指導助言等の

体制や運営団体・実施主体の整備、指導者の

確保、参加費用負担への支援等に関する課題

解決のための実証事業を実施します。

継続

10-06-01-03 体育振興会活動経費

予算額 6,814千円（スポーツ推進課）
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おみたま健康いきいきプランの策定 新規

第4次 健康増進・食育推進・自殺対策行動計画の見直しを行います

04-01-03-05 健康づくり推進事業

予算額 9,166千円（健康増進課）

１ 目 的

令和元年度に策定した「おみたま健康いきいきプラン～第3次小美玉市健康増進計画・

食育推進計画・自殺対策行動計画」も5年間の最終年度となり、プランに盛り込まれた

各施策の評価および見直しを行います。

２ 対象者

全市民

３ 実施内容

▶おみたま健康いきいきプラン（2020-2024）の達成度調査

▶新たな課題の抽出

▶次期計画（2025-2029）の策定

3 誰もがいきいきと暮らせる社会づくり
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妊産婦健康診査等にかかるタクシー費用を助成します

～ おみたまっ子応援 ～

妊産婦のタクシー利用料助成事業
新規

04-01-03-05 出産・子育て応援事業

予算額 510千円（健康増進課）

１ 目 的

通院等に係る妊産婦の経済的負担、身体的負担を

軽減するため、産科医療機関へタクシーで受診した

際の料金の一部を補助します。

２ 対象者

本市に住所を有し居住するものであって、概ね

妊娠36週以上産後1か月までの妊産婦

３ 実施内容

＜助成内容＞妊産婦健康診査受診等の際に利用したタクシーの料金

＜助 成 額 ＞乗車１回につき上限5,000円

＜助成回数＞１回の妊娠につき上限10回
37



子育て世帯の医療費負担を軽減します

～ おみたまっ子応援 ～

18歳までの医療費の無償化
新規

１ 目 的

子どもの入院・外来でかかる自己負担分を「償還払い」で助成し、

実質的に無償化することにより、子育て世帯の負担軽減を図ります。

２ 対象者

１８歳（高校生相当）までの子ども

３ 実施内容

▶健康保険証と医療福祉費受給者証（マル福、マル特）により、医療機関を受診した際に

窓口で自己負担分を支払います。

▶受診から約４カ月後、診療情報をもとに、市役所から受給者又は保護者に自己負担分を

口座振込し、実質的に無償化します。

03-01-06-03 小児医療福祉扶助事業（市単独）

予算額 35,000千円（医療保険課）
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健康寿命の延伸を目指します

１ 目 的

住み慣れた地域で生涯健やかに暮らしていけるよう、運動・栄養・口腔ならびに社会参加など

フレイル予防のための施策を総合的に推進し、健康寿命の延伸を目指します。

２ 対象者

後期高齢者

３ 実施内容

▶高齢者に対する個別的支援 （ハイリスクアプローチ）

保健師・看護師等が健診・医療・介護サービス未利用者を

訪問し健康状態を確認するとともに、必要なサービスにつなげます。

▶通いの場等への積極的な関与 （ポピュレーションアプローチ）

保健師・管理栄養士・歯科衛生士等が高齢者の通いの場（老人クラブ・サロン等）に出向き、

フレイル予防のための健康教育・健康相談を行います。

拡充

03-01-05-02 高齢者の保健事業と介護予防等の一体的実施事業

高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業

予算額 752千円（医療保険課）

拡充
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学校生活の悩みや学習・進路について支援します

新規

１ 目 的

生活保護世帯や生活困窮世帯にある児童・生徒に対し、学習支援、児童・生徒の悩みや進学に

関する助言等を行い、学習習慣・生活習慣の確立や学習意欲の向上を図ります。

２ 対象者

生活保護・準要保護世帯の児童・生徒

３ 実施内容

▶学習内容・学習の進め方・自主学習等の支援

▶学校生活の悩みや進路・生活習慣等の支援

▶保護者からの相談等の支援

＜実施日＞5月から翌年3月までの毎週土曜日 全５０回

（夏季休業中は火曜日も実施）

＜実施地区＞小川・玉里地区 美野里地区 2箇所

生活困窮世帯の子どもの学習支援事業 拡充

03-03-01-02 生活保護事務費

予算額 7,105千円（社会福祉課）
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ぬくもりあふれるまちづくりを目指します

新規

１ 目 的

地域福祉推進の主体である住民等の参加を得ながら、地域の様々な福祉の課題を明らかにし、

その解決に向けた施策や体制等を計画的に整備するための次期計画を作成し、地域福祉の推

進に取り組みます。

２ 実施内容

社会情勢や地域社会の変化により、今まで以上に

課題が複雑かつ多様化していることから、計画の

策定にあたっては、現状課題の把握や計画内容の

協議について、以下を実施します。

▶小美玉市地域福祉計画策定委員会の設置

▶アンケート調査の実施

▶パブリックコメントの実施

第４次地域福祉計画の策定 新規

03-01-01-02 社会福祉事務費

予算額 3,971千円（社会福祉課）
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小児慢性特定疾病療養者の経済的負担軽減を図ります

新規

１ 目 的

小児慢性特定疾病の療養者又はその保護者に見舞金を支給することで、療養者とその家族の

闘病及び労苦に報いるとともに、経済的負担の軽減と福祉の増進を図ります。

２ 対象者

茨城県発行の小児慢性特定疾病医療受給証の交付を受けている方

３ 実施内容

見舞金として、年額20,000円を支給します。

※これまでの年額10,000円から年額20,000円に増額

特定疾病療養者見舞金支給事業

小児慢性特定疾病見舞金の支給

03-01-03-03 障害者福祉事業

予算額 5,680千円（社会福祉課）

拡充
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利用券（タクシー券）の交付枚数の拡充及び申請方法を変更します

１ 目 的

自家用車を運転することができない高齢者を対象に、外出する際の
送迎費用の一部を助成することで、日常生活の利便性向上を図り、
高齢者福祉の増進に資することを目的とします。

２ 対象者

自動車運転免許を所有していない（取得したことがない・自主返納）
方で、次のいずれかに該当する方
（１）７０歳以上の方
（２）６０歳以上で下肢または視力に障がいがあり、

身体障がい者手帳の交付を受けている方

３ 実施内容

▶1枚500円の利用券（タクシー券）の交付枚数を
年間42枚から56枚に増
▶1回の乗車につき利用できる枚数を3枚から4枚に変更
▶年度ごとの申請から初回のみの申請に変更（継続利用の方は自動更新）

外出支援サービス事業 拡充

03-01-02-08 生活支援事業

予算額 23,058千円（介護福祉課）

42枚 56枚

交付枚数

1回の乗車につき利用できる枚数

3枚 4枚
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用途地域の見直しや小河城跡地整備のための測量・設計及び茨城空港
周辺における民間宿泊施設等の市場調査を行います

4 仕事と暮らしを創造する環境づくり

１ 目 的

新まちづくり構想の具現化に向けた用途地域の見直しや

小河城の歴史と文化の特性を活かした地域交流の場と、

防災施設の充実によるまちづくりの推進及び茨城空港周

辺における宿泊施設等の誘致を目的とします。

２ 実施内容

▶既存の用途地域の見直しをするための基礎調査

▶小河城跡地整備のための測量・調査設計業務

▶茨城空港周辺における民間宿泊施設等の市場調査

新規

08-04-01-02 都市計画総務事務費

予算額 32,296千円（都市整備課）

新交流拠点の整備に向けた調査 新規
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地域公共交通計画の策定

安全快適に移動ができる地域公共交通ネットワークを構築するため、
小美玉市地域公共交通計画を策定します

１ 目 的

地域の多様な輸送資源を活用して、持続可能な旅客運送サービスの提供を確保し、住民生活

の活性化を図るため、地域公共交通のマスタープランとなる計画を定め、利便性の高い公共

交通サービスの実現を目指します。

２ 実施内容

▶地域公共交通の現状・問題点、課題の整理

▶協議会での議論

▶地域公共交通計画の基本方針・目標の検討

▶目標の実現のための施策の検討

新規

08-04-01-04 公共交通推進事業

予算額 12,973千円（都市整備課）
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公営住宅等長寿命化計画の策定

安心して暮らせる住環境の構築に向けて、小美玉市公営住宅等
長寿命化計画を策定します

１ 目 的

小美玉市の市営住宅管理に係る現状、課題、市の財政状況を
踏まえた効率的かつ的確な活用方針の見直しを行います。
また、良質な市営住宅ストックの長期活用を図るため、新たに
維持管理計画を定め、事業費の平準化とライフサイクルコストの
縮減を目指します。

２ 実施内容

▶市営住宅の状況把握・整理
▶長寿命化に関する基本方針の設定
▶長寿命化計画の対象と事業手法の選定
▶計画修繕・改善・集約・用途廃止等、実施方針の設定
▶ライフサイクルコストとその縮減効果の算出

新規

08-05-01-02 住宅管理事務費

予算額 6,391千円（都市整備課）
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農産物等ブランド化・販売促進事業

小美玉市産農産物等のブランド化を推進します

１ 目 的

本市産農産物等の付加価値を高め販路拡大を図り安定的な農業

経営基盤の強化に資するとともに、地域の活性化を図ります。

２ 対象者

小美玉市内において農産物等を生産する者・団体

３ 実施内容

ブランド化を希望する生産者等を公募し、応募のあった小美玉市

産農産物等を審査の上ブランド認定します。認定された農産物等

は、広く周知するとともに、販路拡大を目指します。

▶認定ロゴマーク、PR動画、パンフレット等の作成

▶物産展や商談会等への参加

拡充

06-01-02-03 農政企画総務事務費

予算額 5,060千円（農政課）
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茨城空港周辺地域への企業誘致

茨城空港周辺地区の産業立地促進による地域振興を図ります

１ 目 的

茨城空港の隣接地にある県有地を市で払下げ後、造成を行い、航空産業を誘致することに

より、新規雇用の創出・税収確保、更には、航空産業の新たな事業展開や茨城空港周辺の

賑わいづくりに繋げ、地域振興を図ります。

２ 対象者

航空産業

３ 実施内容

造成工事（約２８，０００㎡）

新規

07-01-01-04 企業誘致事業

予算額 140,000千円（商工観光課）

県警ヘリ

茨城空港
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賑わいのある新たなイベントの開催

商業・工業・農業・地元企業の知名度や認知度の向上を目指します

１ 目 的

空のえき「そ・ら・ら」を中心とした茨城空港周辺一帯で、本市の

商業・工業・農業・地元企業などをPRする新たなイベントを開催

し、市内の商業・工業・農業・地元企業の知名度や認知度の向上

と産業振興を図ります。

２ 実施内容

実施日時：令和6年9月～１０月の土日いずれか1日

実施場所：空のえき「そ・ら・ら」を中心とした茨城空港周辺

実施内容：市内の商業・工業・農業・地元企業などをPRする

イベントを開催

新規

07-01-02-01 観光振興事務費

予算額 10,000千円（商工観光課）

49



地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定 継続

04-01-05-10 地球温暖化対策事業

予算額 10,703千円（環境課）

脱炭素社会に向けて地球温暖化対策実行計画を策定します

１ 目 的

温室効果ガスの排出量削減に向け、市内で実施する取組について、

計画で定めます。

また、温室効果ガスの排出量を削減する「緩和策」と地域気候変

動適応計画として地球温暖化の影響を回避・軽減する「適応策」

についても定め、地球温暖化対策を推進します。

２ 実施内容

令和６年度から２ヶ年かけて、市内の自然的社会的条件に

応じた温室効果ガス排出量及びエネルギー使用量等、必要

な情報収集、整理、分析し、削減目標を設定します。

目標設定は２０３０年（令和１２年）とし、令和８年から令和

１２年までの５ヵ年の計画を策定します。

 

 

 

 

 

 

 

 

      

              

     

小美玉市環境基本計画 

小美玉市地球温暖化対策実行計画 

（区域施策編） 

小美玉市地球温暖化対策実行計画 

（事務事業編） 

令和 5年度策定 

5 安全･安心な生活を支える体制づくり
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電気自動車、電気充電スタンドの導入

脱炭素社会に向けて、EV化を目指します

新規

02-01-05-03 公用車維持管理経費

予算額 25,290千円（財政課）

１ 目 的

EV車の普及のため、公共施設にEVスタンドを設置します。

また、計画的に公用車をEV車に更新します。

２ 実施内容

急速型EVスタンドの設置を本庁舎や小川・玉里総合支所へ

各１箇所の設置をします。

また、公用車４台をEV車に更新します。

▶EVスタンド設置工事（３箇所） 11,700千円

▶自動車購入費（EV車 ４台） 13,590千円
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下水道事業会計経営戦略の策定

中長期的な経営戦略の策定

新規

下水道事業会計・下水道事業費用

予算額 11,605千円（下水道課）

Plan
計画

Do
実行

Check
評価

Action
改善

下水道事業経営戦略

フォローアップ
（PDCAサイクル）

１ 目 的

下水道事業の中長期的な経営方針を定め、将来にわたって安定した下水道サービスの提供を

図ります。

２ 実施内容

経営の現状分析を行い、経営基盤を強化し、

下水道事業会計の財政マネジメントを向上する

ため、投資・財源計画、収支計画等の経営戦略

を策定します。
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おみたま防災リーダー育成事業

災害発生時における地域の防災リーダーを育成します

新規

１ 目 的

防災について学ぶ場を提供することにより、防災意識と知識や技術を身につけてもらい、災害

発生時に地域のために率先して行動できる人材を育成します。

また、学んだことを家庭や地域に波及させるとともに、災害時に重要な役割を果たす自主防災

組織の結成及び防災士資格取得につなげます。

２ 対象者

市内在住、在勤、在学の方

３ 実施内容

防災基礎学習、防災講話、体験学習などの

「おみたま防災アカデミー」講座の開催

02-01-13-02 防災対策諸費

予算額 328千円（防災管理課）
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高規格救急自動車更新事業

高規格救急自動車を更新し、さらに高度な救急活動へ

新規

１ 目 的

救急需要の増加に伴い、安全かつ安心で高度な救急処置体制を

確立し、多種多様化する災害に対応するため、高規格救急自動車

の更新を進めます。

２ 実施内容

高規格救急自動車１台並びに自動体外式除細動器等の

高度救命処置用資器材の更新

09-01-01-09-17 高規格救急自動車更新事業

予算額 44,581千円（消防本部警防課）
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機能別消防団員の導入

後方支援活動を基本とする、新たな消防団を設置します

新規

１ 目 的

首都直下地震など大規模災害時や、住民層のサラリーマン化等で不足している平日昼間の

消防団活動を補完するために、機能別消防団員を導入し、消防力の維持・強化を図ります。

２ 実施内容

機能別消防団に２種類の部隊を設置します。

①市役所隊：市職員（年齢・性別問わず）

勤務時間内に市内全域で発生した災害の

後方支援活動（※）

②O B 隊：消防職員・消防団員のOB

居住地周辺で発生した災害の後方支援活動

を基本とし、大規模災害発生時には、消防団

長指揮のもと活動にあたる。

※後方支援活動・・・現場周辺の交通整理・資器材搬送・救護活動補助など

09-01-02-01 消防団活動経費

予算額 1,752千円（消防本部総務課）
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